未払養育費請求書

平成　　年　　月　　日
被通知人
東京都●●区●●町●丁目●番●号
●●　●●　殿

通知人

神奈川県●●市●●区●●

○丁目○番○号
○○　▲▲　親権者法定代理人

　○○　○○
本通知書作成代理人
〒１０１－００３３

東京都千代田区神田岩本町１番１

岩本町ビル３階

行政書士事務所

　飯田橋総合法務オフィス

ＴＥＬ：０３－５２４４－４７０７

行政書士　小竹　広光
冠省

早速ですが、今般、当職は、通知人より依頼を受け、行政書士法第１条の２ならびに第１条の３第３号に基づき、本書面を代理作成しましたので送付します。

前略

私は貴殿と、平成●●年●●月●●日に協議離婚をしました。

そして、その際、貴殿との間の子供である長男▲▲および長女▲▲について、私が親権者となり、貴殿が養育費を毎月●万円（長男▲▲および長女▲▲各々１ヶ月●万円宛）ずつお支払い頂けるという内容での取り決めを行いました。

しかしながら、今般、貴殿はこの約束を反故し、何らの連絡もなく、平成●●年●月分以降の支払いを怠っており、再三の催告にも拘わらず、何らの誠意ある回答すら頂けておりません。

私達夫婦は離婚をしておりますが、貴殿が長男▲▲と長女▲▲の父親であることには変わりはなく、少なくとも、子ども達には何の罪もありません。
法律上も、親には、子どもに対する養育義務があり、非監護親は、監護親に対して養育費の支払い義務を負います。
養育費は、民法７５２条、および民法８７７条１項に由来し、「生活保持義務」とされており、自己と同程度の生活を保障する義務という性質のものであります。
私は現在、幼い子供を抱えながら、日々の生活がままならないほどの困窮を余儀なくされ、さらには、今後将来の生活に対する不安を抱え、夜も眠れないような毎日を過ごしております。
　つきましては、本書面によって、改めて、未払養育費として金●●万円（月●万円×●年●ヶ月分）の支払いを履行して頂けるよう、請求いたします。

また、以後の各月の金員についても、履行して頂けますよう、申し添えます。
もしも本書面到達後１週間以内に送金がなく、何らの誠意ある回答すら頂けない場合には、別途、●●家庭裁判所に対し、未払い養育費とあわせ、養育費増額請求の調停申立など、法的な手続きを取る所存です。

なお、養育費などの扶養に係る債権は、破産その他の法的な手続きにおいても「非免責債権」として、支払い義務を免れることはありませんし、強制執行の手続きにおいては、期限未到来の分も含めて手取り月収の半額まで差し押さえることが認められておりますので、申し添えます。
　　　　　　　　　　　　　　　　　草々
　　　　　　　　　記
　　　銀行名　：●●●●銀行
　　　支店名　：●●●●支店
　　　預金種別：普通預金
　　　口座番号：★★★★★★★
　　　口座名義：○○　▲▲
　　　　　　　　　　　　　　　　　以上
